


明

治

前

期

に

お

け

る

日

本

の

国

家

間

賠

償

⇔

目

次

序

本

稿

の

目

的

お

よ

び

構

成

第
一

章

日

本

が

賠

償

支

払

国

と

な

っ
た

事

例

第

二

章

日

本

が

賠

償

受

領

国
と

な

っ

た

事

例

（
以
上

五
六

三
号
）

第

三

章

賠
償

に

至

ら

な

か

っ

た

事

例

（
以
下
本

号
）

一

神
戸
事
件

九 八 七 六 五 四 三 二

仏

軍

人

の

旧

幕

府

軍

参

加

に

関
す

る

事

件

旧

幕

勢

力

へ

の

石

炭
売

却

に

関

す

る

事

件

普

仏

戦
争

に

関

す

る

局

外

中

立

違

反

事

件

マ

リ

ア

・

ル

ス

号

事

件

萬
国
新
聞
発
行
禁
止
事
件

ノ

ル

ウ

ェ

ー

汽

船

検

疫

抑

留
事

件

ガ

ラ

ス
売

買
違

約

事

件

マ
ー

シ

ャ

ル

諸

島

に

お

け

る

邦

人

殺

害

事

件

〉

伊

藤

信

哉

①

本

稿

は
、

明

治

維
新

か

ら

日

清

戦
争

の

前
ま

で
に

日

本

が

関

係

し

た
、

国

家

間

賠

償

の

諸

事
例

を

紹

介

す

る

こ
と

に

よ
っ

て
、

当

時

の

「
国

家

間

賠

償
」

概

念

の

多

義
性

を

示

す

と

と

も

に
、

そ

の

整

理
を

試

み

る

も

の

で

あ

る
。

前

号

（
第
一

章

お
よ
び
第
二
章
）

で

は
、

日

本

が

賠

償
の

支

払

国
と

な

っ

た

一

五

の

事

例

と
、

賠

償

受

領

国

と
な

っ
た

八

つ
の

事

例
を

紹

介

し
、

国

家

間

賠

償

概

念

の

多

義

性

の

一

端

を

明

か

に

し

た
。

②

本

号

で

は

引

続

き
、

具

体

的
な

賠
償

に

は

至
ら

な

か

っ

た

も

の

の
、

注

目

に

値

す

る

と

考

え

ら
れ

る

一

〇

の

事

例

を

紹

介
す

る

（
第
三
章
）
。

す

な

わ

ち

日

本

が

初

め

て

国

際

裁

判

の

当

事

国

と

な

っ

た

「
マ

リ

ア

・

ル

ス

号

事

件
」

や
、

ロ

シ

ア

皇

太

子

を

日

本

の

警

察

官

が

傷

つ

け

た

「
大

津

事

件
」

な

ど

で
あ

る
。

③

第

四

章

で

は
、

こ
れ

ら

の

「
国

家

間

賠
償
」

の

諸

事

例

の

理

論

的

な

整

理

を

試

み

る
。

こ

れ

ら

の

事

例

は
、

そ

の

内

容

に

お

い

て

き

わ

め

て

多

様

で

あ

る

が
、

大

き

く
分

け

て

次

の

四

種

類

（
五
類
型
）

に

整

理
す

る

こ

と

が

で
き

る
。
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一
〇

大
津
事
件

第

四
章

国

家

間

賠
償

の

種

類

と

特

徴

一

国

家

間

賠

償

の
五

類
型

二

国
際

違

法

行

為

に

対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

と

し

て

の

損

害

の

補

填

（
第

一

・

第

二

類

型
）

三

紛

争
の

政

治

的

解

決

の

た

め

の

金

銭

の

給

付

（
第
三
類
型
）

四

戦

費

賠
償

（
第
四
類
型
）

五

領

土

等

の
授

受

に

伴

う

金

銭

の

給

付

（
第
五
類
型
）

結

今

後

の

課

題

④

第
一

は
、

何

ら

か

の

国

際

違

法

行

為
を

契
機

と

す

る
賠

償

で
、

英

国

公

使

館

が

襲

撃
を

受

け
た

い

わ

ゆ

る

東

禅

寺

事

件

に

対
す

る

賠

償
な

ど

が
、

こ
れ

に

あ

た
る
。

こ

の

種

の

賠

償
は
、

そ

の

直

接

の

被

害

者

が

国
家

そ

の

も

の

で

あ

る

か

否

か

に

よ

り
、

さ

ら

に

第

一

類

型

・

第

二

類

型

に

分

け

ら

れ

る
。

⑤

次

に
、

紛

争

を

政

治
的

に
解

決

す

る

た

め

の

金
銭

の

給

付

（
箪
二
類
型
）

が

挙

げ

ら

れ

る
。

ス

ネ

ル

事

件

で

の

賠

償

（
外

国

武

器

商
人

の

損

害

を

明

治

政

府

が

補

填

し

た

も

の
）

な

ど

が
、

こ

れ

に

該

当

す

る
。

こ

の

種

の

賠

償

は
、

支

払

国

に

国

際

違

法

行

為

が

あ

っ

た

か

ど

う

か

を

問

題

に

し

な

い

こ

と

が

特

徴

で

あ

る
。

⑥

第

三

番

目

は
い

わ

ゆ

る

戦

費

賠

償

（
第
四
類
型
）

で

あ

る
。

下

関

砲

撃

事

件

で

の

賠

償

な

ど

は

こ

こ

に
属

す

る
。

こ

の

種

類

の

賠

償
も
、

国

際

違

法

行

為

を

契

機

と

し

な

い

が
、

武

力

紛

争
の

解
決

時

に
の

み

支

払

わ
れ

る

と

い

う

点

で

特

徴

的

で

あ

る

。

⑦

最

後
は
、

領

土

等

の

授

受

に

伴

う

金

銭

の
給

付

を

賠

償

と

呼

ん

だ

も

の

（
第

五

類
型
）

で
、

樺
太

千

島

交

換

条

約

に

お

け

る

賠
償

な

ど

が

こ

れ

に

あ

た

る
。

賠

償

概

念

と

し

て

は
、

他

の

諸

類

型

と

比

較

し

て

周
縁

的

な

位

置

に

あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。
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第 第 第
八 七 六 五 四 三 二 「 三 ニ ー 序　 　 な

早 早 早
目

明
治
前
期
に
お
け
る
日
本
の
国
家
間
賠
償
⇔

次

本

稿

の

目

的

お

よ

び

構

成

日

本

が

賠

償

支

払

国

と

な

っ

た

事

例

日

本

が

賠

償

受

領

国

と

な

っ

た

事

例

（
以
上
五
六
三
号
）

賠

償

に

至

ら

な
か

っ

た

事

例

（
以
下
本
号
）

神

戸

事

件

・

仏
軍
人
の
旧
幕
府
軍
参
加
に
関
す
る
事
件

旧
幕
勢
力
へ
の
石
炭
売
却
に
関
す
る
事
件

普
仏
戦
争
に
関
す
る
局
外
中
立
違
反
事
件

マ

リ

ア

・

ル

ス

号

事

件

萬
国
新
聞
発
行
禁
止
事
件

ノ

ル

ウ

ェ

ｉ

汽

船

検

疫

抑

留

事

件

ガ

ラ

ス

売

買

違

約

事

件

伊

藤

信

哉

九

マ

ー

シ

ャ

ル

諸

島

に

お

け

る

邦

人

殺

害

事

件

一
〇

大
津
事
件

第

四

章

国

家

間

賠

償

の
種

類
と

特
徴

一

国
家

間

賠

償
の

五

類
型

二

国

際

違

法

行

為

に

対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

と

し

て

の

損

害

の

補

填

（
第
一
・
第
二

類
型
）

三

紛

争

の

政

治

的

解

決

の

た

め

の

金

銭

の

給

付

（
第
三
類
型
）

四

戦

費

賠

償

（
第

四
類
型
）

五

領
土
等
の
授
受
に
伴
う
金
銭
の
給
付
（
第
五
類
型
）

結

今
後
の
課
題

レ フ ァ レ ン ス
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－一一
レ フ ァ レ ン ス 平 成１０年 １ 月 号

第
三

章

賠

償

に
至
ら

な
か

っ
た

事
例

神
戸
事
件

一

八

六

八

年

二

月

四

日

（
明
治
元
年
一

月

＝

日
）
、

神

戸

に

て

備

前
藩

兵

と

外

国

兵

が

衝

突

し
、

そ

の

後

外

国

側

が
一

時

神

戸

市

街
を

占
領

す

る

に

至

っ

た
。

各

国

公

使

は

日

本

政

府

に

厳

重

抗

議
、

発

砲

責

任
者

の

処

刑

な

ど

を

求

め

た

が
、

正

式

に

賠

償

を

要

求

す

る

こ

と

　
　
　

は
な

か

っ

た
。

ま

た

事

件

の

際

に
、

神

戸

港

内

の

諸

藩

の

船

舶

が

外

国

兵

に
抑

留

さ

れ

掠

奪
を

受

け
た

が
、

日

本

側

も

掠

奪

さ

れ

た

財

貨

　
　
　

に

つ

い

て

は
、

そ

の

返

還

や

賠

償

を

求

め

な

か

っ

た
。

本

事

件

に

お

い

て
、

外

国

側
が

賠

償
を

請

求
し

な

か

っ

た

の

は
、

堺

事

件

と

異

り

外

国

側

に

死

者
が

出
な

か

っ

た

こ
と

が

主

な

理

由

と

思

わ

れ

る
。

ま

た

日

本

側

が

賠

償

を

求
め

な

か

っ

た

の
は
、

維

新

の

混

乱

の

中
、

賠

償

要

求

に

よ

り

事

態

の

紛

糾

す

る

こ
と

を

望

ま

な

か

っ

た

た

め

と

推

　
ヨ
　

測

さ

れ

る
。

二

仏

軍

人

の

旧

幕

府

軍

参

加

に

関

す

る
事

件

戊

辰

戦

争

の

際
、

幕

府

艦

隊

を

率

い

て

江
戸

を

脱

し

た

榎

本

武

揚

ら

の

軍

に

は
、

か

ね

て

幕

府

が

フ

ラ

ン

ス

か

ら

招

聰

し

て

い

た

軍

事

教

官

の

一

部

が
、

そ

の

居

留

地

を

脱

し

て

加

わ

っ

て

い

た
。

彼

ら

は

そ

の
職

を

辞

し

て

の

ち
、

個

人

と

し

て

参

加
し

た

も

の

で
は

あ

っ

た

が
、

彼

ら

の

築
城

な

ど

に
関

す

る
知

識

が

榎

本

軍

に
よ
り

利
用
さ

れ
、

結

果
と

し

て

新

政
府

軍

は

多

大

の

犠
牲

を

強

い

ら

れ

る

こ

と

と

な

っ

た
。

こ

の

件

に

関

し

日

本

側

は
、

一

時

フ

ラ

ン

ス

側

の

責

任

を

追

及

す

る

姿

勢

を

と

っ

て
お

り
、

一

八

六
九

年

九

月

三

日

（
明
治
二

年
七

月
二
七
日
）

の

仏

公

使
宛

書

簡

で

も
、

日

本

政

府

の

被

っ

た

損

害

の

責

は

フ

ラ

ン

ス

に

帰

せ

ら

れ

る

べ

き

と

主

張

し

て

い

る
。

し

か

し

そ

の

後
、

フ

ラ
ン

ス

側

が

脱

走

将

兵

の
処

罰

等

を

報

告

す

る

と
、

日

本

側

は

こ

れ

を

評

価

し
、

賠

償

等

の

要

求

は

行

わ

な

か

っ

　
る
　た
。

三

旧

幕

勢

力

へ

の

石

炭
売

却

に

関

す

る

事

件

一

八

六

九

年

五

月

六

日

（
明
治
二
年
三

月
二

五
日
）
、

イ

ギ

リ

ス

の

あ

る

商

社

が

函

館

の

旧

幕
勢

力

に
、

石

炭

四

〇

ト

ン
を

供

給

し

た
。

し

か

し

ほ

ど

な

く

同

勢

力
が

新

政

府

軍

に

鎮

圧

さ
れ

た

た

め
、

代

金

九

二

〇

ド

ル

が

回

収

不

能
と

な

っ

た
。

そ

こ

で

同

社
は

一

八

七

一

年

（
明
治
四
年
）

に

な

っ

て
、

イ

ギ

リ

ス

代

理

公

使

を

通
じ

て
代

金

の

肩

代

り

と

延

滞

利

子

の

支

払
を

新

政

府

に

要

求
、

以

後
本

件

は

日

英

間

の

外

交

問

題

と

な

る
。

交
渉

の

中

で

日

本

側

は
、

旧
幕

勢

力

の

負

債

を

新

政

府

が

肩

代

り

す

る
理

由

の

な

い

こ

と
、

旧
幕

勢

力

の

鎮

圧

に

あ

た

り

新

政

府

の

出

し

た
布

告

を

同

社

が

無

視

し

て
石

炭

を

売

却

し

た

こ

と

な

ど

を

指

摘

し
、

損

害

が

出

た

こ

と

は

残

念

で

は

あ

る

が
、

鎮

圧

に

当

り

新

政

府

は

可
能

な

限

り

の

措

置

を

講

じ
た

の

で

あ

る

か
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ら
、

責

任

を

負

う

も

の

で

は

な

い

と

主

張

し

た
。

そ

の

後

イ

ギ

リ

ス

側

は

要

求

額
を

引
下

げ

て

再

考

を

求

め

た

が
、

日

本

側

は

同
種

の

事

件
が

他

に
も

多

数

あ

る

こ

と

を

理

由

に
、

こ

れ
を

拒

絶

し

麗
。

四

普

仏

戦

争

に

関

す

る

局

外

中

立

違

反

事

件

一

八

七

〇

年

七

月

の
普

仏

戦

争

勃
発

を

う

け
、

日

本

政

府

は

「
局

外

中

立
」

を

布

告
し

た
。

と

こ

ろ

が

居

留

民

保

護

の
た

め

に

日

本

に

軍

隊

を

駐

屯

さ

せ

て

い

た

フ

ラ

ン

ス

は
、

軍

艦

に

よ

り

北

ド

イ

ッ

連

邦

の

商

船

を

威

圧

す

る

行

動

に

出

る
。

こ

れ

に
対

し

北

ド

イ

ッ
連

邦

代

理

公

使

は
、

日

本

側

に

し
ば

し
ば

抗

議
を

申

入

れ

て

い

た

が
、

つ

い

に

一

八

七

一

年
二

月
八

日

（
明
治
三

年
一

二
月
一

九
日
）
、

賠

償

を

要

求

す

る

に

至
っ

た
。

そ

の

理

由

は

同

年

一

月

二

五

日
、

横

浜

港

外

に

て
仏

軍

艦

デ

ュ

プ

レ

ク

ス

号

が

北

ド

イ

ッ

連

邦

商

船

ペ

ル

ジ

ア

（
℃
Φ
邑

ｐ
）

号

を

傘

捕

し

よ

う

と

し

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

日

本

政

府

が

こ

れ

を

防

止

し
な

か

っ

た

の

は

中
立

義
務

に

違

反

す

る

と

い

う

も

の

で

あ

る
。

そ
し

て

同
船

が

港

内

に

閉

込

あ

ら

れ

る

こ

と

に

よ

る

経
済

的

損

失

の
補

填

を

求

め

た
。

日

本

側

は

こ

れ

に

応

じ

ず
、

双

方

の

意

見

は

対

立
を

続

け
た

が
、

同

年

五

月

の

講

和

条

約

締

結

の

報

を

受

け
、

パ

リ

に
お

い

て
問

題

の

解

決

を

図

る

こ

と

で

合
意

を

み

た
。

そ

し

て
現

地

の

鮫

島

少

弁

務

使

が
、

か

ね

て

懇

意

で

あ

っ

た

駐

仏

ド

イ

ッ

公

使

と

内

談

の

う

え
、

今

後

本

件

に

つ
き

損

害

賠

償

を

請

求

し

な

い

と

の

確

認
を

と

ひ

つ

け

た

た

め

、

　
　
　

こ

こ

に

事

件

は

落

着

し

た
。

五

マ

リ

ア

・

ル

ス

号

事

件

本

件

は
、

日

本

が

初
め

て

国

際
裁

判

の

当

事

国
と

な

っ

た

事

件

で

あ

り
、

国

際

法

上

の

論

点

も

数

多

く

含

ま

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

こ

　
ア
　

こ

で

は

事

件

の
概

要
の

み

を

略

述

す

る
。

一

八

七

二

年

七

月

九

日

（
明
治
五
年
六
月
四
日
）
、

ペ

ル

ｉ

商

船

マ

リ

ア

．

ル

ス

（］＜【
Ｏ
目一
〇

Ｈ㌧¢
Ｎ）

号

が
、

暴

風

に

よ

る

船

体

破

損

の

た

め

横

浜

に

寄

港

し

た
。

同

船

は

清
国

人

苦

力

二

百

余

名
を

ペ

ル

ー

に

輸

送

す

る

途

中

で

あ

っ

た

が
、

こ
れ

に

奴

隷

貿

易

の
疑

い

が

か

け

ら

れ

る
。

副

島

外

務

卿

は
と

り
あ

え

ず

同

船

の

出
港

を

禁

じ
、

併

せ

て

神

奈

川

県

参
事

を

裁

判

長
と

す

る

特

別
法

廷

を

県

庁

内

に

設

置
、

同

船

船

長

を

不

法

監

禁

暴

行

の

罪

で

告
発

し

た
。

そ

れ

と

同

時

に

船
中

の

苦

力

を
、

証

人

の

名

目

で

す

べ

て
陸

上

施

設

に

収

容

し

た
。

船

長

に

対

す

る

裁

判

は

「
罪

に
問

わ

れ

る

べ

き

だ

が
、

情
状

酌

量

に

よ

り

赦

免
」

と
な

っ

た

も

の

の
、

一

方

で

苦

力

の

結
ん

だ

移

民

契

約

は

無

効
と

し

て
、

船

長
へ

の
引

渡

を

拒

否
。

そ

の
た

め

船

長

は

自

国
政

府

に
保

護

を

求

め

た
。

こ

の

求

め

を

受

け

ペ

ル

ー

政

府

は

日
本

に

使

節

を

派

遣
、

本

件

に

対

す

る

日

本

政

府
の

責

任

を

追

及

し
、

賠

償

の

支

払

を

求
め

範
。

交

渉

の

結

果

本

件

を
、

ロ

シ

ア

皇

帝
を

仲

裁

者

と

す

る

国

際
仲

裁

裁

判

に

付

す

る

こ

と

で

合

意
。

そ

し

て
一

八

七

五

（
明

治
八
）

年

五

月

二

レ フ ァ レ ン ス
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「
明 治 前 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （二）

九

日
、

日

本

側

に

賠

償

の

責

任

な

し

と

の

裁

決
が

な

さ

れ
、

解

決

し

た
。

六

萬
国
新
聞
発
行
禁
止
事
件

本

件
は

一

八

七

六

（
明
治
九
）

年

一

月
、

日

本

政

府

は

あ

る

在

留

イ

ギ

リ

ス
人

が
、

許

可

な

く

邦

字

紙

『
萬

国

新

聞
』

を

発

行

し

た

と

し

て
、

新

聞
条

例

に
基

き

こ

れ

を

差

止

め

た
。

イ
ギ

リ

ス

公

使

は

こ

の

措

置

に

対
し

て
抗

議

を

申

入

れ

る
。

イ

ギ

リ

ス

側

は
、

日

本

政

府

の

処
分

に
よ

り
自

国

民
が

損

害

を

被

っ

た

と

し

て

賠

償

を

求
め

た

が
、

日
本

側

は

こ
れ

に
応

じ

ず
、

結

局

イ

ギ

リ

ス

側

が

要

求

を

取

下

げ

て

事

件

　
　
　

は

落

着

し

た
。

七

ノ

ル

ウ

ェ
ー

汽
船

検

疫

抑

留

事

件

一

八

七
八

（
明
治

＝

）

年

八

月
、

長

崎

に

寄

港

し
た

ノ
ル

ウ
ェ

ー

汽

船

の

船

員

中
、

コ

レ

ラ
の

症

状

を

示

す

者

が

い

た

た

め
、

検

疫

規

則

に

基

き

同

船

を

二

日

間
、

隔

離

繋

留

し

た
。

こ

れ

に

対

し

船

長

は
、

日

本

側

の

措

置

を

不

当

と

し

て
、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

・

ノ

ル

ウ

ェ

ｉ

公

使

代

理

（
ス
ペ
イ
ン
代
理
公
使
）

を

通

じ

て

抗

議

す

る

と

共

に
、

賠

償

七

〇

〇

ド

ル
を

要

求

し
た
。

日

本

側

は
、

本

件

は
ま

ず

司

法

的

な

救

済

を

図

る
べ

き

と

し

て
、

所

轄

の

長

崎
上

等

裁

判

所

に
提

訴

す

る

よ

う

回

答

す

る
。

し
か

し

翌

年

一

月
、

同

船

は

欧

州

に

帰
航

す

る

こ

と

と

な

り
、

船

長

が

訴
え

を

　
り

取

下

げ

た

た
め

本

件

は

落

着

し

た
。

八

ガ

ラ

ス
売

買
違

約

事

件

一

八

八

二

（
明
治
一
五
）

年

＝

月
、

ガ

ラ

ス

売

買

の

契

約

不

履

行

を

め

ぐ

り
、

ベ

ル

ギ

ー

商

人

と
、

邦

人
商

五

名

と

の

間

で

紛

争
が

生

じ

た
。

そ

の
内

容

は
、

契

約

通

り

前
金

八

五

〇

ド

ル

を

支

払
っ

た

に

も

か

か

わ
ら

ず
、

ベ

ル

ギ

ー

商

人

が

品
物

を

引

渡

さ
な

か

っ
た

た

め
、

邦

人

商

側
が

前

金

の

返

還

お

よ
び

違

約
金

四

〇

〇

〇

ド
ル

の

支

払

を

求

め

た
と

い

う

も

の

で

あ

る
。

紛

争
は

領

事

裁

判

に
か

け
ら

れ

る

こ

と

と
な

っ

た

が
、

領

事

は

不

当

に
も

被

告

た

る
ベ

ル
ギ

ー
商

人

の

出

国

を

許

可

し

た

た

め
、

裁

判

は

不

可

能

と

な

っ

た
。

こ

こ

で

日

本

政

府

が

介

入
し
、

適

正

な

救

済
を

求
め

ベ

ル

ギ

ー

公
使

お

よ

び

同

国

政

府

に

働
き

か

け
、

以

後

数

年

に

わ
た

り

交

渉
が
お

こ
な
わ

れ
る
。

し

か

し

当

該
ベ

ル

ギ

ー

商

人

の

行

方
も

知

れ

ず
、

か

つ

同
人

の

資

産

も

発

見

で

き
な

か

っ

た

こ

と

か

ら

日
本

側

は

賠

償

の

獲
得

を

断

念
、

先

に

支

払

わ
れ

た

八

五

〇

ド

ル

中
、

領

事

館

が

保

管
し

て
い

た

洋

銀

五

〇

〇

ド

ル
、

お

よ

び

そ

の

利

子
の

洋

銀

二

〇

ド

ル
八

九

セ

ン

ト

を

　
　
　

還

付

さ

せ

る

こ

と

の

み

で
、

妥

協

し

た
。

九

マ

ー
シ

ャ

ル

諸

島

に

お

け
る

邦

人

殺

害

事

件

一

八

八

四

（
明
治
一
七
）

年
七

月
、

日

本

政

府

は

横

浜

に

寄

港

し

た

イ

ギ

リ

ス

商

船

の

通

報

に

よ

り
、

太

平

洋

マ

ー

シ

ャ

ル

諸

島

に

漂

１９９８
．
１
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着

し

た

日
本

船

の

船

員

が
、

現

地

住

民

に
殺

害

さ

れ

積

荷

を

奪

わ

れ

た

ら

し

い

と

の

情

報

を

得

た
。

そ

こ

で

政
府

は

同

年

九

月

現

地

に

人

を

送

り
、

翌

年

二

月

そ

の

報

告

を

受

け
た
。

報

告

は

「
邦

人

水

夫

が

殺

害

さ

れ
た

と

推

測

し

う

る
」

と

結

論
づ

け

て
い

た

が
、

政

府

は
、

現

地

が

「
朦
昧

未

開

ノ

蛮

境
」

で

あ

る

こ

と
、

か

つ
て

イ

ギ

リ

ス

人

が

同

地

で
殺

害

さ

れ

た

際
、

同

国

政

府

が

こ

れ

に

報

復

し

な

か

っ

た

こ

と
、

ま

た

同

諸

島

は

ド

イ

ッ

が

そ

の

支

配

を

め

ざ

し

て

お

り
、

い

ま

軍

艦
な

ど

を

派

遣

し

て

報

復

を

図

る

の

は

政

治

的

に

得

策

で
な

い

こ

と
な

ど

を

考

慮

し

て
、

こ

の

問

題

を

以

　
の
　

後

不

問

に

付

す

る

こ

と

に

決

し

た
。

δ

大
津
事
件

一

八

九

一

（
明
治
二
四
）

年
五

月

一

一

日
、

来

日

中

の

ロ

シ

ア

皇

太

子

が

現

在

の
滋

賀

県

大

津

市

に
お

い

て
、

警

備

の

警

官

に

襲

わ
れ

負

傷

し

た
。

こ

の

事

件

に

対

し

て

ロ

シ

ア

側

は
、

少

く

と

も

次

の

二

つ

の

点

で

日

本
側

に
賠

償

を

要

求

す

る

可

能

性
が

あ

っ

た
。

第
一

は
、

外

国

の

皇

太

子

を
、

日

本

の

国

家
機

関
の

一

部

た

る
警

官
が

殺

害

の
意

図

を

も

っ

て
襲

撃

し

た

と

い

う
点

で
あ

る
。

こ
れ

は

明
か

に
、

国
際

法

上

の

国

家

責

任

を

日

本

側

に

課
す

る

も

の

で
あ

っ

た

（
第

四

章

二

②

参

照
）
。

し

か

し

こ

の

点

に

つ

い

て

は

事

件

後
、

た

だ

ち

に

明
治

天

皇

が

西

下

し
、

皇

太

子

を

見
舞

わ

れ

陳

謝

さ

れ

た

こ

と

や
、

ロ
シ

ア

側

に

犯

人

の

厳

罰

と

関

係
者

の

処

分
、

謝

罪

使

節

団

の

派

遣
を

申

し

出

た

こ
と

な

ど

で

ロ
シ

ア
側

が

満

足

の
意

を

示

し
、

事

件

の

六

日

後

に

は
賠

償

を

請

求

す

る
意

思

の

な

い

こ
と

が

日

本

側

　
ほ
　

に

伝

え

ら

れ

た
。

第
二

は
、

犯
人

津

田
三

蔵

の

処

罰

に
関

す

る

も

の

で
あ

る
。

皇

太

子

の

訪

日

に

先
立

ち

青

木

外

相

は

「
皇

太

子

に

危

害

を
企

て
る

者

が

出

た

場

合
、

刑

法
一

一

六

条

（
皇
室
に
対
す
る
罪
）

に

よ

り
死

刑

に

処

す

る
」

旨
を

ロ

シ

ア
公

使

と

書

面

で

約

束

し

て

い

た

（
し
か

も
事

件

発

生

後

に
、

そ

の

適

用

を

確

認

し

て
い

る
）
。

と

こ

ろ

が

大

審

院

は

津

田

に

対

し

て
、

通

常

の

謀
殺

未

遂

罪

（
刑
法
二
九
二
条
ほ
か
）

を

適

用

し

て

無

期

徒

刑
を

宣

告
。

当

時

の

刑

法

解
釈

か

ら

見

る

か

ぎ

り
、

大

審

院

の

判

決

は

妥
当

で

は
あ

っ

た

が
、

結
果

と

し

て

右

記

の

日
露

間

の

　
け
　

約

束

は

履

行

さ

れ

な

か

っ

た
ρ

し

か

し

こ

の

点

に

つ

い

て

も
、

ロ

シ

ア

側
が

そ
の

責

任
を

不

問
と

し

た

た
め
、

賠

償

等

の

問

題
と

は

な

ら

な

か

っ

た

。

第
四
章

国
家
間
賠
償
の
種
類
と
特
徴

国
家

間
賠

償

の
五

類

型

序

で
も

述

べ

た

よ

う

に
、

わ

れ

わ
れ

は

「
国

家

間

賠

償
」

と

い

う

語

か

ら
、

ふ

つ
う

「
戦

争

の

終

結

に
際

し

て
、

戦

勝

国
が

戦

敗

国

か

ら

獲

得

す

る

金

銭
」

を

連

想

す

る
。

し

か

し

こ

れ

ま

で

観

て
き

た

と

こ

ろ

か

ら

も

明

か

な

よ

う

に
、

こ

の

当

時
、

賠

償

ま

た

は

償

金

ど

い
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う

語

の

意

味

は
、

そ

の

よ

う

に

狭

く

限

定

さ

れ

た

も

の

で

は

な

か
っ

た
。

す

な

わ

ち

賠

償

と

は
、

平

時

で

あ

っ

て

も

一

般

的

に

行

わ

れ

る

も

の

で

あ

っ

た

し
、

支

払

の

理

由

も

さ

ま

ざ

ま

で

あ

っ

た
。

こ

の

よ

う

に

当

時

の

「
国
家

間

賠

償
」

は
、

そ

の

内

容

に

お

い

て

き

わ
め

て

多

岐

に

わ

た

っ

て

い
た

が
、

具
体

的

な

内

容

に

そ

っ

て

整

理

し

て

み

る

と
、

お

お

む

ね

次

の

五

類

型

に

分

類

で

き

る
。

・

国

際

違

法

行

為

に

対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

と

し

て

の

損

害

の
補

填

の

う

ち
、

直

接

の

被

害

者

が

国

家

で

あ

る

も

の

（
第
一
類
型
）

・

国

際
違

法

行

為

に
対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

と

し

て

の

損

害

の

補

填

の

う
ち
、

直

接

の

被
害

者

が

私

人

で

あ

る

も

の

（
第
二
類
型
）

・

紛

争

の

政

治

的

解

決

の
た

め

の

金

銭

の

給

付

（
第
三
類
型
）

・

戦

費

賠

償

（
第

四
類

型
）

・

領

土

等

の

授

受

に

伴

う

金

銭

の

給

付

（
第
五
類
型
）

本

章

で

は
、

こ

れ

ま

で

観

て

き

た

具

体

的

事

例
を

参

照
し

つ

つ
、

こ
れ

ら

各

類

型

の

賠

償

の

特

徴

を

み

る

こ

と

に

し

た

い
。

二

国

際
違

法

行

為

に
対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

と

し

て

の

損

害

の

　
お
　

補

填

（
第

一

・

第

二

類

型
）

①
総
説
あ

る

国

家

が
、

国

際
違

法

行
為

に

よ

り
他

国

の

国

際

法

益

を

侵

害

し

た

と

き
、

そ

の

国

に

は

国

際
法

上

の

責

任

（
国
家

責
任
）

が

課

せ

ら

れ
、

ま

た

そ

の

「
解

除
」

が

義

務

づ

け

ら

れ

る
。

違

反

国

は
、

損

害

の

補

填

や

原

状

の
回

復
、

陳

謝

な

ど

の

手
段

に

よ

り
、

こ

の

義

務

を

履

行

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

本

節

で
と

り
あ

げ

る

賠

償

の

第

一

類

型

お

よ

び

第

二

類

型

は
、

こ

の

法

的

義

務
を

履
行

す

る

も

の

と

し

て

の

損
害

の

補

填

で

あ

る
。

両

類

型

は
、

違

法

行
為

の

直

接

の

被

害

者

が

国

家
ま

た

は

そ

の

機

関

で
あ

る

か

（
第
一
類
型
）
、

私
人

ま

た

は

企

業

な

ど

の
私

的

な

団

体

で
あ

る
か

（
第

二
類
型
）

に

よ

り

区

別

さ

れ

る
。

本

稿

で

紹

介
し

た

事

例
の

う
ち
、

第

一
類

型
に

属
す
る

の
は

ヒ
ュ
ー

ス

ケ

ン

事

件
、

東

禅

寺

事

件
、

大

阪

オ

ラ

ン

ダ

公

使

館

事

件

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の

事

例

は

す
べ

て
、

日

本

に

駐

翻
す

る

外

交

官

ま

た

は

そ
の

公

館

が

被

害

を

受

け

た
も

の

で
、

な

か

で

も
前

二

者

は

重

大

な

国

際

問
題

に
発

展

し
、

諸

外

国
と

の

外

交

関

係

そ

の
も
の
を

動

揺
さ
せ

た
。

第
二

類

型

に

属

す

る

事
例

と

し

て

は
、

朝

鮮
人

参

没

収

事

件
、

オ

マ

ハ

号

事

件
、

神

戸

港

税

関

事

件
、

ヘ

レ

ン

・

ブ

ラ

ッ

ク

号

事

件

が

あ

げ

ら
れ

る
。

こ

れ

ら

は

み
な
、

あ

る

国

の

国

際
違

法

行

為

に

よ

り

外

国

人

が

損
害

を

被

り
、

か

つ
違

反

国

が

そ

の

非
を

認
め

た

た

め
、

賠

償

が

支

払
わ

れ

た

も

の

で

あ

る
が
、

オ

マ

ハ

号

事

件

の

み
は
、

違

法

行

為

が

被

害
国

民

の

属

す

る

国

家

領
域

内

で

な

さ

れ

た
、

す

な

わ

ち

日

本

国

内

に
お

い

て

米

国

艦

艇

が

日
本

国

民

を

殺

傷

し

た
と

い

う

点

で
特

異

で

あ

る
。

し

か

し

い

ず

れ

の
事

例

も
、

第

一

類

型

に
比

較

し

て
さ

ほ

ど

重

大
な

外

交

問

題

に

は

発

展
し

て

い

な

い
。

ま

た

賠

償

に

は

至

ら

な

か
，
っ

た

事

例

の

中

に

も
、

も

し

実

施

さ

れ
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て

い

た
な

ら
ば

こ
の

第

二

類

型

に

属

す

る

も

の

と

な

っ

た

で

あ

ろ

う

例

が

少

く

な

い

（
た

と

え

ば

マ

リ

ァ

・

ル

ス

号
事

件

や

萬

国

新

聞

発

行

禁

止

事

件
）
。

　
　
　

②

国

際
違

法

行

為

の

成

立

第
一

類

型

お

よ

び

第

二

類

型

の

賠

償

が

行

わ
れ

る
た

め

に

は
、

当

然

そ
の

前

提

と

し

て
、

な

ん

ら

か

の

国

際
違

法

行
為

の

成

立

が

必

要

で
あ

る
。

国

際

違

法

行

為

と

は
、

一

般

国

際

法
お

よ

び

各

国

の

締

結

す

る

特

別

国

際

法

（
条
約
）

に

よ

っ

て

規
定

さ

れ

た
、

各

種

の

義

務

に

違

反

す

る

行

為

の

こ

と

で

あ

る
。

国

家

の

行

為

は

一

般

に
、

国

家

機

関

の
行

動

を
通

じ
て
な

さ

れ
る
。

し

た

が

っ

て

国

際

法

に

違

反
す

る

行
為

も

ま

た
、

国

家

機

関

に

よ

っ

て

具

体

化

さ

れ

る

こ
と

が

多
い
。

た

と

え

ば

戦

時

に

お

け

る

禁

止

武

器

の

使

用

（
行
政
機
関
に
よ
る
違
法
行
為
）

や
、

国

際

法

規

に

違

背

す

る

国

内

法

の
制

定

（
立
法
機
関
に

よ
る

違
法

行
為
）
、

外

国

人

に

対

す

る

裁

判

の

拒

否

（
司

法

機

関

に

よ

る

違

法

行

為
）

な

ど

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の

国

家
機

関

の

行

為

は
、

そ

れ

に

よ

っ

て

他
国

の
法

益
を

侵
せ
ば
、

た

だ
ち

に
そ

の

国

家

に

国

際

法

違

反

の

責

任

を

負

わ

せ

る
。

大

津

事

件

に
お

い

て
、

日

本

の

警

察

官

が

ロ

シ

ア

の

皇
太

子
を

傷

つ

け

た
事

実
が
、

そ

れ

の

み

で

た

だ

ち

に

日

本

国

全

体

の

国

際
違

法

行

為
と

し

て

捉

え

ら

れ

る

の

は

こ

の

た

め

で

あ

る
。

ま

た

ヘ

レ

ン

・

ブ

ラ

ッ

ク

号

事

件

に

お

い

て
、

日

本

側
が

条

約

に
違

反

し

て
ク

ラ
ー

ク

の

身

柄

を

一

月

あ

ま

り

拘

束

し

た

事

実
も
、

直

ち

に

日
本

国

に

国

家

責

任

を

負

わ

せ

る

も

の

で
あ

る
。

公
使

館
警

護
の
藩

士
が
公

使
の

暗
殺
を

図
っ

た

第
二

次

東

禅
寺

事

件
、

税

関

が

不

当

に
外

国

人

の

商

業
活

動

を

妨

げ

た

神
戸

港

税

関

事

件

に

つ

い

て
も

事

情

は

同

じ

で

あ

る
。

一

方
、

私

人

の

行

為

が

契

機

と
な

っ

て
、

国

家

が

そ

の
責

任

を

追

及

さ
れ

る

こ
と

も

あ

る
。

原

則

と
し

て
、

私

人

の

行

為

の
責

任

が

直

接

国

家

に

帰

す

る

こ

と

は

な

い
。

し

か

し

た

と

え

ば
、

暴

徒

に

よ

る

公

使

館

の

襲

撃

な

ど

に

つ

い

て

は
、

国

家

は

そ

の

よ

う
な

行

為

を

予

め

防

止

す

べ

く

相

当

の

注

意
を

払
い
、

ま

た

事

後

に

犯
人

の

逮

捕

等

の

適

切

な

処

置

を

と

る

義

務

が

あ

り
、

そ

れ

ら

を

怠

っ

た

場

合

に

は
、

国

家

に

も

責

任

が

お

よ

ぶ
。

浪
士

が

公

使

館

を

襲

撃

し
た

第

一

次

東

禅

寺

事

件

に

お

い

て

イ

ギ

リ

ス
が
、

ま

た

大

阪

オ

ラ

ン
ダ

公

使

館

事

件

で

オ

ラ

ン

ダ

が
、

当

時

の

日
本

政

府

の

責

任

を
追

及
し

た

の

も
、

そ

れ

ぞ

れ

日

本

政

府

が

公

使
館

に
対

す

る

十

分
な

警

護
を

怠

っ

た
と

考

え

た

た

め

で

あ

っ

た
。

③

国

家

責

任

と

賠

償

と

の

関
係

Ｏ

国

家

責

任

解

除

の
基

本
原

則

国

際

違

法

行

為

は
、

そ

れ

に

よ

り

他

国

の

法

益

を

侵

し

た

国

に

「
国

家

責

任
」

を

負

わ

せ

る
。

そ
し

て
賠

償

は
、

こ

の

責

任

を

解

除

す

る

手

段

の

一

つ

で
あ

る
。

し

か

し

責

任

解
除

の

手

段

は
、

賠
償

の

み

に

限

ら

れ

る
も

の

で
は

な

い
。

た

と

え
ば

被

害

国

へ

の

陳
謝

や

原

状

の

回

復
な

ど

も
、

責

任

解

除

の

手

段
と

し

て
単

独

に
、

あ

る
い

は

　
り
　

他

の

手

段

と

併

せ

て

し

ば

し

ば

用

い

ら

れ

る
。

し

た

が

っ

て

問

題

は
、
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い

か

な

る

場

合

に

責

任

解

除

の

手

段

と

し

て

賠

償

が

選

択

さ
れ

る

か

と

い

う

点

で

あ

る

が
、

そ

れ

に

さ

き

だ

ち
、

国

家

責

任

解

除

の

過

程

す

べ

て

に

か

か

わ

る

基

本

的

な

原

則

に

触

れ

て

お

き

た

い
。

責

任

解

除

に

あ

た

っ

て

は
、

原

則

と

し

て

当

事

国

間

の

合
意

が

す

べ

て

に

優

先

す

る
。

す

な

わ

ち
、

責

任

解

除

手

段

と

し

て

賠

償
を

選

択

す

る

か

ど

う

か
、

ま

た

賠

償

を

選

択

し

た

場

合
、

賠

償

の
範

囲
お

よ

び

金

額

算

定

の

基

準

を

ど

こ

に

お

く

か

な

ど

は
、

ふ

つ

う
は

当

事

国

間

の

直

接

交

渉

と
Ａ
呈
忌
に

よ

り

決

定

さ

れ

る
。

も

ち

ろ
ん

公

正

を

期

す

る

た

め
、

当

事

国

間

に

設

け

ら

れ

た

裁

判

組

織

や
、

第

三

国

や

国

際

機

関

の

調

停

に

決

定

を

委

ね

る

場

合

も

あ

る

が
、

こ
れ

ら

の

手

段

は
、

い

ず

れ

も

当

事

国

の

意

思

を

無

視

し

て

と

ら

れ

る

こ
と

は

な

い
。

実

際

こ

れ

ら

の

諸

手

段

に

よ

っ

て

合

意

に

達

す

る

例

は
、

こ

の

種

の

紛

争

解

決

手

段

が

大

き

く

発

達

し

た

今

日

に

お

い

て
も
、

直

接

交

渉

に

よ

る

も

の

に

比

べ
、

さ

ほ

ど

多

く

な

い
。

そ

し

て

こ

れ

ま

で

観

て

き

た

通

り
、

本

稿

で

取
上

げ

た

諸

事

例

に

お
い

て
も
、

第

一

・

第

二

類

型

に

属

す

る

か

否

か
を

問

わ

ず
、

直

接

交
渉

に
よ

っ

て

解

決

さ

れ

た

事

例

が

大

半

で

あ

っ

た
。

し

か

し

こ

の

よ

う

に

当

事

国

間

の

直

接
交

渉

に
よ

る

決

定

が

一

般

的

で

あ

る

と

し

て

も
、

責

任

解

除
の

手
段

に
賠

償

が

選

ば

れ

る

基

準

や
、

金

額

算

定

の

基

準
な

ど

に

関
し

て
、

国
際

的

な

慣

行

が

な

い

わ

け

で

は

な

い
。

⇔

責

任

解

除

手

段

の

選
択

基

準

国

家

責

任

解
除

の

手
段

と

し

て

賠

償

が

選
択

さ

れ

る

の

は
、

お

お

む

ね

次

の
三

つ
の

場

合

で
あ

る
。

第

一

は
、

国

際

違

法

行

為

の

結

果

何

ら

か

の
物

質

的

損

害

が

生

じ

て

お

り
、

か

つ
原

状

回

復
に

よ

る

救

済

が

不

可

能
な

場

合
。

ヒ

ュ

ー

ス

ケ

ン

事
件

や

オ

マ
ハ

号

事

件

の

よ

う

に
、

人

命

の

喪

失

を

伴

う

事

例

が

こ
れ

に
該

当

す

る
。

第

二

に

原

状

回

復
が

可
能

で
あ

っ

て
も
、

そ

れ

の

み

で
は

損

害

を

補

填

す

る

の

に

不

十
分

と

考

え

ら

れ

る

場

合
。

そ

し

て
第

三

に
、

発

生

し

た

損

害

が

精
神

的

な

も

の

で
、

か

つ

陳

謝

な
ど

の

手

段

の

み

で

は

不

十

分
と

考

え

ら

れ

る

場

合

で

あ

る
。

た

と

え

ば

ヘ

レ

ン

・

ブ

ラ

ッ

ク

号

事

件

に

対
す

る

賠

償

は
、

こ

の

第

二

お

よ
び

第

三

の

理

由

に

よ

る
も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

⇔
賠

償

の

対

象

範

囲

賠

償

の

範

囲

は
、、

原

則

と

し

て

直

接

損

害

に

限

ら

れ

る

が
、

間

接

損
害

に

つ
い

て

も
、

そ

れ

と
違

法

行

為

と

の

間

に

相
当

程

度

の

関

係

　
お
　

が

認

め

ら

れ

る

場

合

に

は
、

賠

償

の

対

象

に

な

る

と

さ

れ

る
。

ま

た

物

質

的

な

損

害

ば

か

り

で
な

く
、

精

神

的

損
害

も

賠

償

の

対

象

と

な

る

こ

と

が

広

く

認

め

ら

れ

て

い

る
。

㈲

賠

償

の

形

式

賠

償

は

金

銭

の

形
を

と

る

こ

と

が
一

般
的

で
あ

る

（
金
銭
賠
償
）
。

し

か

し

そ

れ

以

外

の

賠

償
形

式

が

認
め

ら

れ

る

場

合

も

あ

り
、

石
炭

な

ど

に

よ

る

「
実

物

賠

償
」
や
、

労

働

に

よ

る

「
役

務

賠

償
」

が

そ

れ

に

あ

た

る
。
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㈲

賠

償

の

名

目

こ

れ

ま

で

み

て

き

た

よ

う

に
、

具

体

的

な

賠

償

は

「
被

害

者

の

治

療

費
」

「
遺

族

の

養

育

費
」

と

い

っ

た
、

私

人

に

対

す

る

も

の

の

ご

と

き

形

を

と

る

こ

と

が

多

い
。

た

と

え

ば

ヒ

ュ

ー

ス

ケ

ン

事

件

で

は
、

犠

牲

者

へ

の

慰

労

金

お
よ

び

遺

族

扶

助

料

と

い

う

名

目

を

と

っ

て

い

る

し
、

ヘ

レ

ン

・

ブ

ラ

ッ

ク

号

事

件

で

も

日

本

政

府

は
、

ク

ラ

ー

ク

個

人

の

慰

籍

と

い

う

形

で
三

五

〇

ド

ル

を

支

払

っ

て

い

る
。

し

か

し

こ

れ

ら

は
、

賠

償

額

の

算

定
が

具

体

的

な

被

害

金

額

に

基

い

て

な

さ

れ

る

慣

行

か

ら

そ

の

よ

う
な

形

を

と

る

に

す

ぎ

ず
、

そ

の

国

家

的

性

　
の
　

格

を

損

う

も

の

で

は

な

い
。

④

第

一

類

型

と

第

二

類

型
と

の
相

違

賠

償

の

第
一

類

型

と

第
二

類

型

と

の

相

違

は
、

さ

き

に

も

触

れ

た

よ

う

に
、

違

法

行

為

の

直

接
の

被

害

者

が

国

家

ま

た

は

そ

の

機

関

で

あ

る

か
、

私

人

ま

た

は

企
業

な

ど

の

私

的

な

団

体

で

あ

る

か

の

ち

が

い

で

あ

る
。

前

者

の

場

合

は
、

違

法

行
為

の

発

生

は

た

だ

ち

に

国

家

間

の

問

題

と

し

て

取

り
上

げ

ら
れ

る
。

つ
ま

り

被

害

国

が

違

反

国

の

責

任

を

追

及

す

る

の

に
、

特

別

な

条

件

を

必

要

と

し

な

い
。

一

方

後

者

の

場
合

は
事

情

が

や

や

異

る
。

損

害

を

被

っ

た

私

人

ま

た

は

私
的

団
体

の

母

国

は
、

た

だ

違

法

行

為

に

よ

っ

て

自

国

民

が

損

害
を

被
っ

た

と

い

う
だ

け

で
は
、

問

題

を

国

家

間

の

交

渉

案

件

と

し

て

と

り

あ

げ
、

違

反

国

の

責

任

を

追

及

す

る

こ

と

は

で

き

な

い
。

こ

の

よ

う

な

「
自

国

民
が

外
国

で
そ

の
身
体
ま

た
は

財
産
に

損
害
を

被
っ

た

と

き
、

そ

の

母

国

が

損

害

の

生

じ

た

国

に

対

し
、

．
適

切

な

救

済

を

図

る

よ

う

求
め

る

こ
と
」

を

外

交

的

保

護
と

呼
ぶ

が
、

外

交
的

保

護

を

名

目

と

し

て

大

国
が

小

国

に

濫

り

に

干

渉
す

る
こ
と

を
防
ぐ

た
め
、

保

護

を

お

こ

な

う

条

件
と

し

て
、

被

害

者

が

事
前

に

相

手

国

の
国

内

で

認

め

ら

れ

て

い

る

救
済

手

段

を

す

べ

て

利

用
し
、

な

お
か

つ
救

済

　
の
　

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

が

必

要

と

さ

れ

る

（
国

内

的

救

済
の

原

則
）
。

ま

た

こ

の

第

二

類
型

の

賠

償

に
関

し

て

重

要
な

の

は
、

外

交
的

保

護

の

も

つ
国

家

的
な

性
格

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

ひ
と

た

び

外

交
的

保

護

の

対

象

と

な

る

と
、

そ
の

案

件

は

被

害

者

個
人

の

手

を

離

れ
、

国

家

対

国

家

の

問

題

と
な

る
。

そ

こ
で

は

国

家

は
、

被

害

者

の

代

理
人

と

し

て

相

手

国

と

の

交

渉

に
あ

た

る

の

で

は

な

く
、

国

家

固

有

の

利

害

案

件

と

し

て

事

件

を

取

り
あ

げ
、

そ

の

解

決

を

図
る

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て

交

渉

の

結

果

実

施

さ
れ

る

賠

償

も

ま
た

国

家

的

な

も

の

で
あ

り
、

そ

の

本

質

に

お

い

て

第
一

類

型

の

賠

償
と

な

ん

ら

異

ら
な

（
１２、

）
。

し三

紛

争

の

政

治

的

解

決

の
た

め
の

金

銭

の

給

付

（
第
三
類
型
）

国

家

間

賠

償

の

類

型
と

し

て

次

に
と

り

あ

げ

る

の
は
、

紛

争

の

政

治

的

解

決

の

た

め

の

金

銭

の

給

付

で
あ

る
。

本

稿

で
は

こ

の

種

の

も

の

を

賠

償

の

第

三

類

型
と

呼
ぶ

が
、

日

本

が

支

払

国
と

な

っ

た

事

例

で

は
、

ス

ネ

ル

事

件

や
ペ

イ

ホ

ー

号
事

件

の

ほ

か
、

米

国

人

医

師

解
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明 治 前 期 に お ける 日 本 の 国 家 間 賠 償 （二）

雇

事

件
、

へ

ー

レ

ン

事

件
、

長

崎

事

件

が

こ

の

範

疇

に

含

め

ら

れ

る
。

逆

に

日

本

が

受

領

国
と

な

っ

た

も

の

の

中

で

は
、

萬
里

丸

事

件

の

賠

償

が

こ

の

第

三

類

型

に

属
す

る
。

な

お
パ

ー

ク

ス

英

公
使

遭

難

事

件

に

つ
い

て

は
、

一

見

し

た
と

こ

ろ

第

一

類

型

に

属

す

る
も

の

の

よ

う

に

も

思

わ

れ

る

が
、

相

手

方

は

日

本

の

国

際

法

違

反
を

問
題

と

し

て

お

ら

ず
、

し

た

が

っ

て
違

法

行

為

に

対

す

る

賠

償

も

請

求
し

て
い

な

い

の

に
対

し

て
、

日

本

側

が

両

国

の

関

係

維

持

と

い

う

政
治

的

理

由

か

ち

自

発

的

に

支

払

を

決

定

し

た

も

の

で

あ

る

か

ら
、

こ

の
第

三

類

型

に

含

め

る

の

が

適

当

で

あ

る
。

「

雪

こ

の

第

三

類

型

の

賠

償

は
、
・
第

一

お

よ

び

第

二

類

型

の

よ

う

に
、

国

際
違

法

行
為

に

対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

と

し

て

行

わ
れ

る
も

の

で

は
な

く
、

政

治

的

な

判

断

に

も

と

つ

く

一

種

の

「
和

解
金
」

と

し

て

支

払

わ
れ

る

も

の

で

あ

る
。

し

か

し

そ

の

給

付

は
、

当

事

国

間

の

合

意

に

基

い

て
な

さ

れ

る

の

で

あ

る
か

ら
、

国

際

法

と
全

く

関
係

を

も

た

な

い

わ

け

で

は

な

い
。
’

こ

の

型

の

賠
償

は
、

た

と

え

ば

国

際

違

法

行

為

の

存

否

に

つ
き

国

家

間

で

見

解
が

対

立

し

た

場

合

に

実

施

さ

れ

る
。

こ

の

よ

う
な

場

合

に

当

事

国

は
、

し

ば

し

ば

政

治

的

な

配

慮

か

ら
、

違

法

行

為

の

存

否

を

あ

え

て

明

確

に
せ

ず
、

「
被

害

者

へ

の

見

舞

金
」

等

の

名

目

に

よ

る

金

銭

給

付

に
よ

り
、

問

題

を

穏

便

か

つ
迅

速

に

解

決

し
よ

う
と

す

る

の

で

あ

る
。

具

体

的

な

例

を

挙

げ

れ

ば
、

ス

ネ

ル

事

件

な

ど

が

こ

れ

に

該

当

す

る
。

こ

の
種

の
金

銭

給

付

も
一

般

に

は
、

第

一

お

よ

び

第

二

類

型

の

場

合
と

同

様

に

「
賠

償
」

の
名

で

よ

ば
れ

る

こ

と

が

多

い

が
、

両

者

は

区

別

し

て

考

え
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

こ
の

第

三

類

型

の

賠

償
と
、

第
一

お

よ
び

第
二

類

型

の
賠

償

と

を

比
較

し

た

場

合
、

次

の

よ

う
な

共

通

点
と

相

違

点

と

が

認
め

ら

れ

る
。

・

共

通

点

第

三

類

型

の

賠

償

も

そ
の

支

払

の

決
定

や

金

額

の

算

定

は
、

当
事

国

間

の

合

意

に

基

く
。

合
意

形

成

の

方
法

に

直

接

交

渉

の

ほ
か
、

第

三

国

に

よ

る

調

停
な

ど

が
あ

り

う

る

点

で
も

共

通

し

て

お

り
、

か

つ

直

接

交

渉

に

よ

る

解

決

の
ほ

う

が

多

数
を

占

め

る

こ

と

で

も

同
じ

で

あ

る
。

賠

償

の

名

目

に

つ
い

て

も
、

第
一

お

よ

び

第

二

類

型

の
賠

償

と

同

様
、

形

式

的

に

は

「
被

害

者

へ

の
見

舞

金
」

な

ど

の

形
を

と

る

こ

と

が

多

い
。

・

相

違

点

第

三

類

型

の

賠

償
が
、

第

一
お

よ
び

第

二

類

型

の

も

の
と

大

き

く

異

る

の

は
、

賠

償

の

対

象
範

囲

で

あ

る
。

後

者

に

お

い

て

国
際

違

法

行

為

に

由

来

す

る

直

接

損
害
、

お

よ
び

一

部

の

間

接

損

害
の

み

を

償

う

と

の

原

則

が

確

立

さ

れ

て

い

る

の

に

対

し
、．

前

者

に

は

そ

の

よ

う

な

原

則
が

存

在
せ

ず
、

「
損

害
」

の

範

囲
が

自

在

に

伸

縮

す

る

傾

向

が

あ

る
。

そ

の

た

め
、

た

と

え

ば

懲

罰

の

意

味

か

ら
、

実

際

の

被

害

　
ぬ
　

と

は

ま

っ
た

く
無

関

係

に
賠

償

額
が

決

定

さ

れ

る

こ
と

も

あ

る
。
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四

戦

費

賠

償

（
第
四
類
型
）

戦

費

賠

償

と

は
、

戦

敗

国
が

戦
勝

国

に

対
し

て
行

う

金

銭

給

付

の

一

形

態

で
、

か

つ

第

三

類
型

と

同
じ

く

「
国

際
違

法

行

為

を

契

機
と

す

る

法

的

義

務

の

履

行
と

し

て
の

損

害

の

補
填
」

に

は

当

ら
な

い

も

の

を

さ

す
。

本

稿

で

は

こ
の

戦

費

賠

償

を
、

賠

償

の

第

四

類

型
と

呼

ぶ

こ

と

に

す

る
。

本

稿

で

紹

介

し

た

事
例

の

な

か

で

は
、

正

式

な

交

戦

関

係
が

成

立

し

た

わ

け

で

は
な

い
も

の

の
、

生

麦

事

件

（
薩
摩
藩
分
）
、

下

関

砲

撃

事

件

お

よ

び

台

湾

出
兵

に

よ

る

賠

償

が
、

こ

の

第

四

類

型

に
あ

て
は

　
お
　

ま

る
。

特

に

下

関
砲

撃

事

件

で

は
、

賠

償

受

領

国

と

支

払

国
が
、

実

質
的

に

戦

勝

国
と

戦

敗

国

の

関

係

に

あ

っ

た
。

台

湾

出

兵

に

つ
い

て

も

日

清

両
軍

が

直
接

砲

火

を

交

え

て

は

い

な

い

が
、

日

本
軍

が

清

国

領

土

の
一

部

を

占

領

し

て

お

り
、

か

つ

賠

償

の

実

質

的
な

理

由

が

戦

費

の

償

還

で
あ

っ

た

こ

と

か

ら
、

こ

こ

に

含

ま

れ

る
べ

き

事

例

で

あ

る

。な

お
、

堺

事

件
、

壬

午

事

変
、

甲

申

事

変

の

三

つ

の

事

例

は
、

い

ず

れ

も

小

規

模

で

は

あ

っ

て

も

武

力

衝

突

を

契

機
と

し
、

ま

た

政

治

的

．

軍

事

的

な

圧

力

（
そ

の

程

度

は

事

例

に

よ

り

異

る

が
）

を

背

景

に

賠

償

が

決

め

ら

れ

た

点

で
、

第

四
類

型

と

し

て

の
側

面

を

持

っ

て

い

る
。

一

方

こ

れ

ら

の

賠

償
は
、

い

ず

れ

も

第

三

類

型

と

し

て

の

側

面

も

備

え

て

お

り
、

そ

の
意

味

で
第

三

類

型
、

第

四
類

型

の

双

方

に

属

　
ぬ
　

す

る
、

複

合

的
な

性
格

の

賠

償
と

し

て

把
握

さ

れ

る
。

戦

費

賠

償

と

い

う

名

称

は

「
戦
闘

に

際
し

て
戦

勝

国
が

投
じ

た

経

費

（
戦
費
）

の

償

還
」

が

し

ば

し

ば

支

払
の

名

目

と

さ

れ

た

こ

と

に

　
あ
　

由

来

し

て

い

る
。

し

か

し

そ

の
実

態

は
、

戦

勝

国

が

そ

の

有

利
な

立

場

を

利

用

し

て
、

戦
敗

国

に

強

制
し

た
一

種

の

懲

罰
金

で
あ

っ

て
、

そ

の

金

額

も

時

に

は
、

実

際

の

戦
費

か

ら
離

れ

恣

意

的

に
決

め

ら

れ

た
。

戦

費

賠

償

は
そ

の

支

払

の
根

拠

が

国
際

違

法

行

為

に
対

す

る

法

的

義

務

の

履

行

で
は

な

い

点

で
、

さ

き

に
述

べ

た

第
三

類
型

の

賠

償

と

共

通

し

て

い

る
が
、

武

力

紛

争

の

解
決

時

に

の

み

実
施

さ

れ
、

戦

敗

国

へ

の

懲

罰
と

い

う

性

格

を

強

く

も

つ
点

で
、

特

殊
な

側
面

を

有

し

て

い

る
。

と

こ

ろ

で

こ

の
賠

償

の

第

四
類

型

は
、

今

日

で

は

ほ
と

ん

ど

行

わ

れ

て

い
な

い
。

そ

れ

は

第

一

次

世

界

大

戦
を

契

機

と
し

て
、

講

和

時

の

賠

償

に

つ
い

て
も

形

式

的

に

は

第
一

類

型
、

す
な

わ

ち

「
国

際

違

法

行

為

に

対
す

る

法

的

義

務

の

履

行
と

し

て

の

賠

償
」

の

枠

組

が

導

入

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

た

め

で

あ

る
。

ま

た

こ
の

動

き

は

同

時

に
、

賠

償
金

に
対

す

る

名
称

の

変

化

を

も

た

ら

し

た
。

す

な

わ

ち

ヴ

ェ

ル

サ

イ

ユ

条

約

以

後
、

講

和

に

際

し

て

支

払

わ

れ

る

金

銭

に

対

し

て

は
、

そ

れ

ま

で

の

冒
α
①
ヨ

巳

身

（
償

金
）

に
代

っ

て
、

お
ｂ
霞
ｐ
江
８

（
賠
償
）

と

い

う

語

が

多

く

用

い

ら

れ

る

　
　
　

よ

う

に

な

っ

た

の

で

あ

る
。

た

だ

し

講

和

時

の

賠

償

か

ら
、

戦
敗

国

へ

の
懲

罰

と

い

う

要

素

が
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明 治 前 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （二）

完

全

に

消

し

去

ら

れ

た

わ

け

で

は

な

い
。

ま

た

第
二

次

大

戦

中

の

わ

が

国

の

「
阿

波

丸

事

件
」

に

み

ら

れ

る

よ

う

に
、

戦

勝

国

側

の

国

際

違

法

行

為

に

対

し

て

は
、

戦

敗

国

の

賠

償

請

求

権

行

使

が

実

質

的

に

許

さ

れ

な

い

こ

と

も

少

く

な

い
。

五

領

土

等

の

授

受

に

伴

う

金

銭

の

給

付

（
第
五
類
型
）

こ

こ

に

属

す

る

の

は
、

国

家

間

で

行

わ

れ

た

領
土

や

大

規

模

な

公

有

財

産

の

授

受

に

際

し

て
、

い

わ

ば

代

価

と

し

て

支

払

わ

れ

た

金

銭

に

対

し

て
、

こ

れ

を

賠

償

と

し

た

例

で

あ

る
。

数

は

少

い

が
、

事

例

と

し

て
重

要

な

も

の

が

多

い
。

本

稿

で

取

上

げ
た

事
例

の
な

か

で
は
、

樺

太

千

島

交

換

条

約

が

こ

れ

に

あ

た

り
、

後

の

例

で

は

一

八

九

五

（
明
治
二
八
）

年

の

遼

東

半

島

の

清

国

へ

の

還

付

に

伴

う

も

の

な

ど

が

あ

る
。

ま

た

本

稿

で

取

上

げ

た

高

島

炭

磯

回

収

問
題

も
、

そ

の

本

質

は

炭

磯

の

採

掘

権

と

い

う
、

公

的

性

格

の

強

い

権
益

の

授

受

に

付

随

す

る

国

家

間

の

金

銭

給

付

で

あ

り
、

こ

こ

に

含
め

る

べ

き

で

あ

る
。

こ

の

種

の

金

銭

給

付

が
、

す

べ

て

「
賠

償
」

と

な

る

わ

け

で

は
な

い
。

た

と

え

ば

外

国

に

所

在

す

る

日

本

国

政

府

の
財

産

を
、

所

在

国

ま

た

は

他

国

の

政

府

が

買

収

す

る

場

合
、

そ

こ

で
支

払

わ

れ

る
金

銭

は
、

通

常

は

賠

償

と

は

呼

ば

れ

な

い
。

し

か

し
、

授

受

の

規

模

が

大

き

な

も

の

と

な

る

と
、

時

と

し

て

そ

れ

に

伴

う
国

家

間

の

金

銭

給

付

を

「
賠

償
」

と

呼

称

す

る

こ

と

が

あ

る
。

た
と

え
ば

領
土

の
割

譲
や
、

租

借

地

の

貸

与

お

よ

び

返

還

に

際

し

て
、

そ
の

領

土

や

租

借

地
、

ま

た

そ

こ

に

所

在

す

る

公

共

造

営
物

や

権

益

な

ど

に

対

し

て
金

銭
の

給

付

が

な

さ

れ

る

場

合

で

あ

る
。

本

稿

で

は

こ

れ

ら

の

事

例

に

お

い

て
、

外

交

文

書

や

条

約

な

ど

で
、

し

ば

し

ば

「
賠

償
」

ま

た

は

「
償

金
」

　
れ
　

に

あ

た

る

言

葉

が

用

い

ら

れ

て
い

る

点

を

重

視

し

て
、

こ
れ

ら

を

賠

償

の

第

五

類

型

に

分

類

し

た
が
、

こ

の

第

五

類
型

は
、

以

上

掲

げ

た

国

家

間

賠

償

の

諸

類

型

の

中

で
も
、

周

縁

部

に
位

置
す

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

結

今
後
の
課
題

当

時

の

「
国

家

間

賠

償
」

概

念

は
、

本

稿

で
取

上

げ

た

具

体

的

諸

事

例

か

ら

も

明

か

な

よ

う

に
、

き

わ

め

て

多

義

的

な

も

の

で

あ

っ

た
。

一

方
、

第

四

章

に

お

け

る
分

析
を

通

じ

て
、

こ

の

よ

う

な

多

義

的
な

概

念

も
、

五

つ

に

類

型

化

す

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

あ

る

程

度

ま

で

整

理

し

う

る

こ

と

が

示

さ

れ

た
。

し

か

し

こ

の

多

義

性

は
、

そ

の

後
、

ど

の

よ

う

に

変

化

し

て

い

く

の

で
あ

ろ

う
か
。

そ
し

て
本

稿

で
提

示

し

た

五
類
型

に
よ

る
整

理
は
、

日
清

戦
争

後

の

諸
事

例

に
対
し

て
も

適

用

可

能

で

あ

ろ

う
か
。

こ

の

問
題

の

解

明
は

今

後

の

課

題

で
あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

日
本

が

賠

償
の

支

払

国

と
な

っ
た

事

例

に

つ
い

て

み

る

と
、

そ

の

ほ

と

ん

ど

が
一

八

七

三

（
明
治
六
）

年

以

前

に

起

っ

て

い

る
。

他

方
、

日

本

が

受

領

国

と

な

っ

た

事

例

に

つ

い

て

は
、

対

照
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的

に

そ

の

す

べ

て

が
、

一

八

七

四

（
明
治
七
）

年

以
降

に
生
じ

て
い

る
。

支

払

国

と

な

っ

た

事

例

に

つ
い

て
、

時
期

的

な

偏

り

の

理

由

と

し

て

ま

ず

挙

げ

ら

れ

る

の

は
、

開

国

維

新

期

の

わ

が

国

官

民

に
、

諸

外

国

と

の

交

際

の

経

験

や
外

交

慣

例
、

国

際
法

な

ど

の

知

識

が

欠

け

て

い

た

こ

と

で

あ

る
。

そ
し

て
そ

こ

に
事

例
多

発

の

主

因

を

求

め

る

な

ら

ば
、

後

年

の

事

例

の
減

少

は
、

経

験

と

知

識

の

増

加

に

よ

る

と

い

う

こ

と

に

な

ろ

う
。

し

か

し

一

方
、

こ

の

よ

う

な

偏

り

は
、

欧

米

諸

国

の

日

本

に

対

す

る
外

交

姿
勢

の
変

化
、

ま

た
日

本
と

こ
れ
ら

の
国

々

の

関

係

の

変

化
を

反
映

し

た

も

の

と

見

る

こ
と

も

で

き

る
。

こ

の

見

方

は

た

と

え
ば
、

生

麦

事

件

と

大

津

事

件
の

展

開

の

相

違

を

説

明

す

る

う

え

で
、

大

き

な

援

け

と

な

ろ

う
。

さ

ら

に

ま

た
、

開

国

維

新

期

の

内

政
上

の

混

乱

そ
の

も

の

に
、

賠

償

事
例

の

多

発

の

原

因

を

求

め

る

こ

と

も

可

能

で

あ

る
。

こ

れ

と

同

じ

こ
と

は
、

日
本

が

受

領

国
と

な

っ

た

諸

事

例

に

つ

い

て

も

い

え

る
。

日
本

が

受

領

国

と

な

っ

た

事

例

の

過

半

は

朝

鮮

と

の

問

題

で
あ

る
が
、

当

時

の

朝

鮮

は

日
本

の

開

国

維

新

期

と

同

様
、

対

外

交

際

の

経

験

に
乏

し

く
、

か

つ
政

治

的

に
も

混

乱

し

て

い

た
。

ま

た

日

本

も

朝
鮮

に
対

し

て
、

強

圧

的

な

態

度

で

接

し

て

い

た
。

す

な

わ

ち

当

時

の

状
況

は
、

開

国

維

新

期

の

日
本

と

欧

米

諸

国

の

関

係

に

類

似

し

て
い

た

の

で
あ

る
。

し

た

が

っ

て
賠

償

事

例

の

多

発

の

原

因

に

つ
い

て
も
、

日
本

が

支

払

国

と

な

っ

た

場

合

と

同

様

に

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

か

も

し

れ

な

い
。

し

か

し

こ
れ

ら

個
々

の

要
因

が
、

そ
れ

ぞ

れ

ど

れ

ほ

ど

の

重

み
を

も

っ

て

い

た

の

か
、

さ

ら

に

個

別

の

事

例

の

発

生
、

お

よ

び

解

決

に

ど

の

よ

う

に

作

用

し

た

の

か

は
、

に

わ

か

に

は

確

定

し

が

た

い

問

題

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て

こ

の

点

に

つ

い

て

も
、

他

の

国

や

他

の

時

代

の

事

例

も

検

討

し

た
上

で
、

さ
ら

な

る

考
究

が

必

要

で
あ

る
。

以

上
、

今

後

検

討

さ

れ

る
べ

き

課

題

を
提

示

し

た
。

こ

れ

ら

に

つ

い

て

は
、

筆

者

が

今

後

執

筆
を

予
定

し

て

い

る
、

明
治

後

期

お

よ

び

大

正

時

代

に

お

け

る
、

国

家

間

賠
償

事

例

の
紹

介

お

よ

び

分

析

の

中

で
、

そ

こ

で

示

さ

れ

る

新

た

な

論

点

と

共

に
、

あ

ら

た

め

て

吟

味

す

る

こ

と

に

し

た

い
。

注

ω

神
戸

事
件

に
つ

い
て

は
、

内

山
正
熊

『
神
戸

事
件
』

中
公

新

書
、

一

九

八

三

年
が

詳
細
な

分

析
を

行
い
、

そ
の
歴
史

的
意
義

を
明

か

に
し

て
い

る
。

そ

の

ほ
か

事
件

の
詳

細
は
、

石
井

孝

『
明
治
維

新
の

国
際
的

環
境
』

増

訂

版
、

吉

川
弘

文
館
、

一
九

六
六

年
、

七
五
七

－
七
二

頁
、

岡

義
武

『
黎

明

期

の

明

治

日
本
』

未
来

社
、

一

九
六

四
年
、

七
－

一
五
頁
。

関
係

史

料

は

『
日

本

外

交

文
書
』

第
一

巻
に

収
録
。

⑭

船
舶

の
被

っ
た

損
害

の
う

ち
、

福
岡
藩

と
久

留
米

藩
の

分
に

つ
い

て
は

被

害

報
告

書
が

残
っ

て
お

り
、

明

治
七
年

に

「
救
助

金
」

の

名

目

で
、

政

府

が

そ

の
一

部
を

補
填

し

て
い
る

（『
日
本
外

交

文

書
』

第
一

巻

二

冊
、

文

書

五

一

〇

ｉ

一
、

第

七

巻
、

文

書

四

二

七

ｉ

八
）
。

㈹

『
日
本
外

交
文

書
』

第

七
巻
、

文
書
四
二

七
参

照
。
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一
明 治 前 期 に お け る日 本 の 国 家 間 賠 償 （二）

紛

『
日
本
外

交
文

書
』

第

二
巻

一
冊
、

文
書
二

五
一
、

同

巻
二

冊
、

文

書
二
五

九
、

三
五

七
、

三

六
一
、

第
三

巻
、

文

書
一

－
五
。

ま

た

大

塚

武

松

『
幕
末

外
交
史

の
研

究
』

新
訂

増
補

版
、

宝
文

館
、

一

九
六

七
年
、

三

五

八

－

七
二

頁
、

下

村
富
士

男

『
明
治

維
新

の
外
交
』

大
八

洲
出

版
、

一

九

四

八

年
、

五

七
－

六
九

頁
。

⑤

『
日
本

外
交

文
書
』

第

四
巻
一

冊
、

文
書

三
〇

三
－

九
、

下

村
、

前

掲
書
、

七

八

－

九

頁
。

⑥

『
日
本

外
交

文
書
』

第
三

巻
、

文

書
一
九

－
二

二
、

五

ニ

ー
六
、

第

四
巻
、

文

書
二
六

六
－

九
二
。

ま
た

下
村
、

前
掲

書
、

八
Ｏ

ｌ
九

五

頁
。

㎝

事
件
の

詳
細

は
、

田
保
橋

潔

「
明

治
五

年

「
マ
リ

ア

・
ル

ス
」

号

事
件

ｅ

⇔

㊨
」
『
史
学
雑

誌
』

第

四

〇
巻
二
、

三
、

四

号
、

一
九

二
九

年
、

鹿

島

守

之

助

『
日
本

外
交
史
』

第
二

巻
、

鹿

島
研

究
所
出

版
会
、

一

九

七

〇

年
、

二

八

五

－
九

頁
。

主
な

外

交
記

録
は

『
日
本
外

交
文

書
』

第

五
巻
、

文
書
一
九
五
－

二

六
六
、

第
六

巻
、

文

書
二

〇
五
－

二
四
、

第

七

巻
、

文

書
二

七
ニ

ー
九
三
、

第

八
巻
、

文
書
一

六

八
－

八
七
。

㈹

当
時

日
本

と
ペ

ル
ー

の
間

に
は

外
交
関

係
が

開
設
さ
れ

て
お
ら
ず
、

ペ
ル
ー

を

代

表

す

る

使

節

は
、

日

本

に

駐

筍

し

て

い

な

か

っ

た
。

働

『
日
本
外

交
文

書
』

第

九
巻
、

文
書
二

三

六

－

五

二
、

特

に

文

書

二

三

六

附
記
を

参
照
。

な
お

両
国

の
交

渉
は
当

初
、

発

行
差

止
め

を
命

じ

た

東

京

府

権
知
事

と
、

在

東
京

英

国
副
領

事
と
の

間
で

な
さ

れ
た
。

⑩

『
日
本
外

交
文

書
』

第

一
一

巻
、

文
書

一
六

九
－

七
二
。

ω

『
日
本
外

交
文

書
』

第

一
六

巻
、

文
書

一
五

九
－

六
三
、

第
一

七
巻
、

文

書

一

八
七

－
九

三
、

第
一

八
巻
、

文

書
二

五
八

ー
六
一
、

第
一

九

巻
、

文

書

一

八

二
ー

五
を

参
照
。

な

お
還
付

金
額

に

つ
い

て
、

第
一
九

巻
、

文

書

一

八

二

以

前
は

五
五

〇
ド

ル
と

記
さ
れ
て

い
る

が
、

文

書
一

八
三
以

降
、

お

よ

び

実

際

の

還

付

額

は

五

〇

〇

ド

ル

と

な

っ

て

い

る
。

こ

の

差

に

つ

い

て
、

詳

細

は

不
明

で
あ

る
。

ま
た

邦
人
商

側
は
、

領

事

個
人
に

も
損
害

賠
償

を

請

求

し

て

い

た

が
、

領

事

の

死

去

に

よ

り

こ

れ

を

取

下

げ

た
。

ω

『
日
本

外
交
文

書
』

第
一
七

巻
、

文

書
二

七
七

－
八

六
、

第
一

八
巻
、

文
書

三
一

五

⊥

＝

、

特

に
文
書

三
一
七

ー
八
。

な
お

同
諸
島

に

つ
い

て
、

日

本

側
は

こ
れ
を

独
立

国
と

し
て
扱
っ

て
い

る

（
第

一
七

巻
、

文
書

二
八

○
）

が
、

当

時

は

ス

ペ

イ

ン

が
、

名

目

上

は

同

諸

島

を

領

有

し

て

い

た

ら

し

い
。

し

か

し

い

ず

れ

に

せ

よ
、

実

効

的

な

支

配

は

全

く

お

こ

な

っ

て

い

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る
。

⑬

『
日
本

外
交

文
書
』

第
二

四
巻
、

文
書

五

七
。

事

件

に

つ
い

て

の

基

本

的

な

外

務
省

記
録

は
、

文
書
三

八
－
一

〇
一
。

な
お

一
八
八

○

（
明

治

＝
二
）

年

に

は
、

プ

ロ

シ

ア

皇

孫

が

微

行

中

に

日

本

人

と

紛

争

を

起

し

た
、

い

わ

ゆ

る

「
吹

田
事

件
」

が
発

生
し
て

い
る
が
、

こ
の

時
も

陳
謝
と

関

係

者

の

処

罰

の
み

で
賠

償
は

行
わ
れ

て
い
な
い
。

吹

田
事

件
に

つ
い
て
は

『
日

本

外

交

文

書
』

第

＝
二
巻
、

文

書

一
〇

八

－

二

三

の

ほ

か
、

内

山
正

熊

「
吹

田

事

件

（
一

八
八

○
年
）

の
史
的

回
顧
」
『
法

学

研
究
』

第

五
一
巻

五

号
、

一

九

七

八

年
を

参
照
。

ω

日

露
間

の
約
束

に

つ
い
て
は

『
日
本
外

交
文

書
』

第
二

四
巻
、

文

書

四

四

な
ど

で
も

そ
の

存
在
が

示
唆
さ
れ

て
い

る
。

な

お
大

津
事
件

そ
の

も

の

に

つ

＼
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い

て

は
、

こ

れ

ま

で

膨

大

な

研

究

が

行

わ

れ

て

い

る

が
、

こ

こ

で

触

れ

た

諸

論

点

に

つ

い

て

は
、
、
田

岡

良

一

『
大

津

事

件

の

再

評

価
』

新

版
、

有

斐

閣
、

一

九
八
三

年
を

参
照
。

⑮

本
節
の

内
容

に
つ
い

て

は
、

と
く

に
次

の
文

献
を

参
照
。

水
垣

進

『
国
際

法

に
於
け

る
国
家

責
任

論
』

有

斐
閣
、

一
九

三
八

年
。

田
畑

茂

二

郎

『
国
際

法
１
』

新
版
、

有

斐
閣
、

一
九

七
三

年

（
第
二

編
第

五

章
）
。

入

江

啓

四
郎

『
国

際
法
上

の
賠

償
補

償
処

理
』

成

文
堂
、

一

九
七

四
年
。

ま
た

現
在
、

国
家

責
任

の
問
題

を
一

般
条

約
に

よ
り

規
制

す
る

試

み

が

国

連
国
際

法
委

員
会

に
お
い

て
す

す
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら

の
作

業

の

経

緯

な

ら
び

に
そ
の

意
義

に

つ
い

て
は
、

山

本
草

二

「
国
家

責
任

成

立

の

国

際

法

上

の
基
盤
」
『
国

際
法

外
交

雑
誌
』

第
九

三

巻

三

・

四

合

併

号
、

一

九

九

四

年
、

安
藤
仁

介

「
国

家
責

任
に

関
す

る
国

際
法
委

員
会

の
法

典

化

作

業

と

そ

の

問
題
点
」

同
誌

同
巻

同
号
。

一

九
九

五
年

以
降

の
動

向
に

つ

い

て

は
、

同

誌
第

九
四
巻

二

号
、

一
九

九
五

年
お

よ
び

第
九

五
巻

二
号
、

一

九

九

六

年

に

お
け

る
、

山

田
中
正

氏
の

報
告

を
参

照
。

国

際
法

委
員
会

の

「
条

約

草

案
」

の
最
新

の
条

文
は
、

一
九

九
六

年

の

』

§

§
Ｎ

訪
§
ｏ
蕊

ミ

斗
驚

き
器
下

蓉

織

§

ミ

ト
９
ミ

Ｏ
ｏ
§

ミ

尉
鴇
ｏ
き

（
〉

＼

鰹

＼
一
〇
）

に

収

録

さ

れ

て

い

る
。

な
お

国
家

責
任

や
そ
れ

に

関
連
す

る
賠

償
の

法
理

は
、

長

い
時

間

を

か

け

て
、

徐

々

に

発

達

し

て

き

た

も

の

で

あ

る
。

そ

し

て

今

日

に

至

る

ま

で
、

こ

れ

ら
の

問
題
は

そ
の

大
部

分
が

明
文

の
条

約
で
は

な
く
、

慣

習
法

に

よ

り

規

律

さ

れ

て

い

る
。

し

た

が

っ

て

過

去

の

事

件

の

解

決

手

法

が
、

今

日

の

眼

か

ら
み

て
法
理

的
に

妥
当

性
を

欠
く

よ
う

に
思

わ
れ

た
と

し
て

も
、

そ

れ

を

国

際

法

に

反

し

て

い

た

と
、

簡

単

に

断

定

す

る

の

は

適

当

で

な

い
。

⑯

水
垣
、

前
掲

書
、

九

七
ー
一

七
八
頁
、

田
畑
、

前
掲
書
、

四
〇

三

－
七

三

頁
、

ま
た

「
条
約

草
案
」

一

⊥
二
五

条
。

⑰

「
条

約
草

案
」

四

二
ｉ
六

条
。

⑱

水

垣
、

前

掲

書
、

二

一

〇

１

五

七

頁
、

田

畑
、

前

掲

書
、

四

九

四

１

六

頁
、

入
江
、

前
掲

書
、

四
一
ー

五
頁
。

ま
た

「
条

約
草
案
」

四
四
条

二
項
。

⑲

入

江
、

前

掲

書
、

一

六

八

頁
。

⑳

し

か
し
、

朝

鮮
人
参

没
収
事

件
と
神

戸
港

税
関

事
件

の
両
事

例

で

は
、

な

ぜ

か

こ
の

国
内

的
救

済
の

原
則
が
充

さ
れ

て
い
な

い
。

そ

の
理

由
と

し

て
ま
ず

考
え
ら
れ

る
の

は
、

こ

の
時

代
に
は

国
内

的

救

済

の

原

則

そ

の

も

の

が

確

立

し

て

い

な

か

っ

た

と

い

う

も

の

だ

が
、

こ

の

見

解

は

当
時

の
主

要
な

国

際
法
の

著
作
を
一

瞥

す
れ
ば
、

た
だ

ち
に

否
定

さ

れ

る

（
例

え

ば

乏

已

す

日

国
・

団
ｐ
一
ｒ

》

『
鳶

ミ
艦
。。
馬

§

Ｎ
ミ

ミ

蓉

織

§

ミ

ト
９
ミ
、

笛
巳

＆

二

〇
×
ｈ
ｏ

ａ
》

Ω

碧

窪

α
§

写
①
ω
ρ

一
整

”

ｂ
．
ｂ。
α
戯

嚇

国
○
σ
①
含

℃
三
一一
一
日
○
円
ρ

Ｏ
ｏ
ミ

§

§

ミ
、
貯
。。

§

§

営

器

ミ

ミ
執
§

ミ

ト
９
ミ

ｂ

巳

巴
二

『
○
昌
創
ｏ
Ｐ

ｂｄ
¢

詳

霞

≦
○

詳
げ
ω
凱

一
〇。
刈
坦

く

○
卜
ｂ。
”

ｂ
・
餅

こ

の

う

ち

ホ

ー

ル

の

著
作

は
わ

が

国
で

も
早

く
か
ら

翻
訳
、

紹

介
が
な

さ
れ

て
お

り

（
三

宅

恒

徳

訳

『
浩

氏

国
際

法
上

巻
』

横

田

書

屋
、

一
八

八
八

年
、

ま

た

立

作

太

郎

訳

『
ホ

ー
ル

氏

国
際

公
法
』

有

斐
閣
、
．
一
八

九
九

年
）
、

そ
の

学

説

は

当

時
か

ら

国
内

で
も

よ
く

知
ら

れ
て

い
た
と

思
わ
れ

る
）
。

次

に
推

測
さ

れ
る

の
は
、

両
事
例
が
、

原
則

の
適

用
外
と

み

な

さ
れ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

も

の
、

す

な

わ

ち

こ

れ

ら

両

事

例

に
、

国

内

的

救

済

の

レ フ ァ レ ン ス
一 １３６ 一１９９８

．
１



「
明 治 前 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （二）

原

則
は
あ

て

は
ま

ら
な
い

と
、

保
護

権
を

発
動

し
た

側

（
請

求

国
）

が

考
え

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

も

の

で

あ

る
。

一

般

に

こ

の

原

則

は
、

当

該

国

内

の

司
法

制
度

の
不

備
な
ど

に

よ
り

適
切

な
救

済
が

全
く

期
待

で
き
な

い

場

合

に

は
、

そ

の
適

用
を

受
け
な

い

と
さ

れ

る

（
皆
川

洗

『
国
際

訴

訟

序

説
』

鹿

島

研
究

所
出

版
会
、

一
九

六
三

年
、

一

五

四
ー

九
頁
、

太

寿

堂

鼎

「
国

内

的

救

済
原

則
の

適

用
の
限

界
」

『
法
学

論
叢
」

第

七

六

巻

一

・

二

合

併

号
、

一

九

六

四

年
、

八

五

－

九

二

頁
、

》
●

》
・

○

雪

Ｏ
ｏ
ｇ
ｏ

弓
『
ぢ

９

◎
ｐ

→
譜

》

隠

§

ミ
執
§

Ｐ

鳶

譜

訪

ミ
鳴

Ｐ
～

両

§

§
。。
翫

§

ｏ
、

卜
ｏ

ミ
Ｎ

訪
鳴
ミ
鳴
ミ
鳴
。。

言

含

慰

ヨ

ミ
執
ｏ
き
ミ

ト
９
ミ
》

０
９
日

ぽ

箆
αｑ
ρ

Ｏ
Φ
Ｂ

夏

δ
αｑ，
①

ｄ

巳
く
ｏ
房
一
畠

勺
器
ω
Ｐ

一
〇
器
響

ｂ
ｂ
・
一
一
〇
－
・。
●
）
。

今

回

の

両

事

例

に

お

い

て
、

救

済

を

求

め

て

も
無

意
味

と
被

害

国
が
考

え
た
と

す

れ
ば
、

国
内

的
救

済
を

待
た

ず

に

保

護

に
乗

り
出

し
た

と
し

て
も

不
思

議
は

な
い
。

と

く
に

こ
の
両

事
例

の

場

合
、

請

求
国

は
被

請
求

国
と
の

間
に
、

片
務

的
な

「
領

事
裁
判

権
制

度
」

を

維

持

し

て
い
た

が
、

こ
の

制
度
は

請
求

国
が
、

被

請
求

国
の

司
法
制

度

の

適

切

な

運

用
を

期
待

し
て

い
な
い

こ
と

を

示
す

も
の

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

両

事
例

に
お
い

て
請

求

国
は
、

国
内

的
救

済
の
原

則

の

適

用

を

義

務
と

認
め

て
い

た
に
も

か
か

わ

ら
ず
、

他
の

理
由

か
ら
正

当
な

手

続

を

無

視

し

て

保

護

に

踏

切

っ

た

と

い

う

こ

と

も

想

定

で

き

る
。

た

と

え

ば

事

件

に

き

わ
め

て
重

大
な

政
治

的
意

義
を

認
め
、

迅
速

な
介

入
が

必
要
と

考

え

て

保

護
に
乗

り
出

し
た
、

ま
た

請
求

国
の

被
請

求

国
に
対

す
る
一

種
の

蔑

視

の

感

情
か
ら
、

正

当
な

手
続
を

無
視
し

て

保

護
に

の
り
だ

し
た

と
い

う
も

の

で
あ

る
。

以
上
、

原

則
不
適

用

の
理
由
を

列
挙

し
て
み

た
が
、

今
回

の

事
例

が
、

こ

れ

ら

の

要

因

の

い

ず

れ

に

よ

る

も

の

で

あ

っ

た

の

か

は
、

簡

単

に

は

決

定

で

き
な

い
。

こ

の
点

に
つ

い
て
は
、

両
事
例
を
あ

ぐ

る
関

係
国

の

政

策
決

定

過

程

を

よ

り

詳

細

に

分

析

し

た

う

え

で

判

断

す

べ

き

で

あ

り
、

こ

こ

で

は

た

だ
、

こ

の

二

つ

の

事

例

に

お

い

て
、

と

も

に

原

則

が

適

用

さ

れ

な

か

っ

た

と

い

う

事

実

の

み

を

指

摘

す

る

に

と

ど

め

た

い
。

ω

外

交
的

保
護

の
特

徴
と
し

て
、
「
特
定
の

事

件

を

保

護

の

対

象
と

す

る

か

ど
う

か
の

判
断

は
、

専

ら
国
家

自
身
が

行
う
」

「
交

渉

に

際

し

て

国
家

は
、

賠
償

の
方

法
や

そ
の

金
額
な

ど
に

つ
き
、

被

害
者
や

そ
の

遺
族

の

意

向
を

考

慮
す

る
義

務
を

も
た

な
い
」

さ
ら
に

「
国

家
は
受

け
取

っ
た

賠

償

金
を
、

そ

れ
が

被
害

者
の

治
療

費
な
ど

の
名

目
で
支

払
わ
れ

た
も

の
で

あ
っ

て

も
、

被

害
者

に
交

付
す

る
こ

と
を

義
務
づ

け
ら
れ
な

い
」

と

い
っ

た
こ

と

が

挙
げ

ら

れ
る

が
、

こ

れ
ら

の
諸

特
徴

に
こ
の

制
度
、

お
よ

び
そ

の
結

果

と

し

て
支

払

わ
れ

る
賠

償
金

の
国

家
的

性
格
が
、

よ
く
あ

ら
わ
れ

て
い

る
。

な

お

外
交

的

保

護

に

つ

い

て

詳

し

く

は
、

ヴ

ィ

ル

ヘ

ル

ム

・

カ

ー

ル

・

ゲ

ッ

ク

（
中

村

洗

訳
）

「
今

日
の
世

界
に

お
け

る
外
交

的
保

護
」
『
法
学

研
究

（
慶
大
）』

第
五

九

巻

一

号
、

一

九

八

六

年
、

田

畑
、

前

掲

書
、

四

七

三

ー

九

二

頁
、

国
侮

書
コ

ζ
●

切
ｏ
零
げ

舘

９

目

書

ｂ

号
Ｎ
ｏ
ミ

ミ
執
ｏ

、
、
９

８
議
ｏ
き

ｏ
、

９

織
Ｎ
§
。。

』

守
０
９
９

客
。
≦

照
○
跨

」
Ｗ
ｏ

艮
ω

ピ
ｐ
竃

”
¢
げ
一一
ω
三

お
噂

お

騙

を

参

照
。

⑳

な

お
、

第

ヂ
お

よ
び

第
二

類
型
の

賠
償
に

つ
い

て
も
、

こ

の

種

の

「
懲

罰

的

損
害
賠

償
」

の

存

在
を
認
め

る
べ

き
と
の
意

見
も

あ
る
。

こ

の

点

に

つ
い

て

は
大
森

正
仁

「
国

際
法
に

お
け
る

懲
罰
的

損

害

賠

償

の

意

味
」

『
法

学

研

１９９８
．
１

一 １３７ 一レ フ ァ レ ン ス



究

（
慶
大
）
』

第

六
七

巻
六

号
、

一
九

九

四
年
を

参

照
。

㈱

生

麦
事

件

に
お

け
る
幕

府
分

の
賠

償
に

つ
い

て
は
、

幕
府

側
が

国

際

違

法

行
為

の
存

在
を

認
め

た
上

で
支

払
っ

た
も

の

（
第

二
類

型
）

な

の

か
、

政

治

的
判

断
に

よ

り
支
払

っ
た

も
の

（
第
三

類
型
）

な

の
か
、

今

回

の

調

査

で

は

確
認

で
き

な
か

っ
た
。

ま
た
、

幕
府
と

薩

摩
藩
が

別

途
に

賠
償

を

支

払

っ
た

意

味

に

つ

い

て

も
、

今

回

は

考

察

を

加

え

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

が
、

こ

の
点

に
つ

い
て

は
当

時
の

日
本
め

政
治

体
制

の
実

情
を

踏
ま

え
、

か

つ
下

関

砲

撃
事

件

や
堺

事
件
、

神
戸

事
件
な

ど
と

も
比

較
し

な
が

ら
今

後

吟

味
さ

れ

る

べ
き

問
題

と
思

わ
れ

る

（
入

江
、

前

掲
書
、

一
六

九
ー

七
一

頁
参

照
）。

ま
た

防
穀

令
事

件

に
つ
い

て
も
、

生
麦

事
件

に
お

け
る

幕
府

分

の
賠

償

と

同

様
、

朝

鮮
側

が
最

終
的

に
全

て
の

案
件

に

つ
き
、

自

ら
の

国
際

法

上

の

国

家

責
任
を

認
め

た

上
で

賠
償
を

支

払
っ
た

も

の
か
ど

う
か
、

確
認
で
き
な
か
っ

た
。

⑫の

堺

事
件

に
お

け

る
賠
償

は
、

土

佐
藩

兵
と

フ
ラ

ン

ス
兵
と

の
偶

発

的

衝

突

を
契
…機
と

し

て
お

り
、

ま
た

フ
ラ

ン
ス

側
の

強
圧

的
な

姿
勢

が
支

払

決

定

に

大
き

く
影

響
し

て
い

る
。

そ

の
た
め

武

力
紛

争
を

契
機

と
し

相
手

国

へ

の

懲

罰
と
い

う

性
質
を

帯

び
や

す
い
、

第

四

類
型

の
賠

償
と
し

て

の
性

格

が

強

い

が
、

一
方

で

日
本

側
が

軍
事
的

敗
北

で
は

な
く
、

事

件
の

穏
便

な

解

決

の
た

め

に
賠

償
を

受
諾

し

て
い
る

こ
と

か
ら
、
第

三
類

型
と

し

て

の

要

素
も

備

え

て

い

る
。

壬
午

事
変

は
、

朝

鮮
国

内
の

政
変

に
よ

り
日

本
人

お
よ

び
日

本
公

使

館

が

被
害

を
受

け
た

も

の
で
、

賠
償

の
支

払
名

目
は

被
害

者
に
対

す

る

「
体
郎
金
」

に
く

わ
え
、

事
変
に

よ
り

日
本

側
が
受

け
た
損

害
と
、

支

出
し

た

軍

費

の

補

填

で

あ

っ

た
。

こ

れ

は

支

払

の

名

目

に

軍

費

の

補

填

が

ふ

く

ま

れ

て

い

る

こ

と
、

支

払

決

定

の

背

景

に
、

日

本

の

政

治

的

・

軍

事

的

圧

力

が

あ

っ

た

こ

と

か

ら

戦
費
賠

償
と
し

て
の

性

格
を

持
っ
て
い

る
。

し
か

し
武

力
衝

突

に

日

本

は
直

接
関
与

し
て
お

ら
ず
、

当

時
の
日

本
と
朝
鮮

が
戦

勝
国
と

戦

敗

国

の

関

係

に
あ

っ
た

わ
け

で
も
な

い

こ
と
か
ら
、

政
治
的

賠
償
と

し

て
の

性

格

も
あ

る

（
あ
る

い
は

体
郎
金

と
軍

費
の

補
填
を

別
の
も

の
と

捉
え
、

そ

れ

ぞ

れ

個

別

に

整

理

す

る

こ

と

も

考

え

ら

れ

る
）
。

さ

ら

に

日

本

側

は

交

渉

に

際

し

て
、

賠

償
要

求
の

名
目
の

一

つ
に

「
条

約
違
反
」

を

挙
げ

て
お

り
、

か

つ

日

本

公

使

館
が

被
害
を

受
け

て
い

る
こ

と
も
考

え
あ
わ

せ
る
と
、

第
一

お

よ
び

第

二

類

型
の

賠
償
の

要
素
が

含

ま
れ

て
い
る

と
も
考

え
ら
れ

る
。

甲
申
事

変
に

つ
い

て
も

事
情

は
同
様

で
あ
る
。

こ
れ
ら

三

つ
の

事
例

に
お

け
る

賠
償

の
性

格
は
、

単
一

の
類

型
に
は
分

類
し
え

な
い
、

複

合
的

な

も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

㈱

具

体
的

な
事

例
に

つ
い

て
は
、

信

夫
淳
平

『
戦
時
国

際
法

講
義
』

第

四
巻
、

丸
善
、

一
九

四
一
年
、

八
七

四
ー

九
頁
を

参
照
。

⑳

た

だ

し

わ

が

国

に

お

い

て

は
、

一

般

に

ぢ
９
①
ヨ

巳

身

も

冨
ｂ
霞

鉾

δ
コ
も

共

に

「
賠

償
」

と

い

う

用

語

で

理

解

さ

れ

る

こ

と

が

多

か

っ

た

た

め
、

こ

の

変

化

は
さ

ほ
ど

意
識

さ
れ
な

い
。

⑳

第
二

章
二
、

注
三
九

参

照
。

（
い

と

う

し

ん

や

・

外

交

防

衛

課
）

レ フ ァ レ ン ス
一 １３８ 一１９９８
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